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1、 はじめに
　完全市場における市場競争は、「プレイヤーズ･レント」を最小化するのに
対し、不完全市場は、「プレイヤーズ･レント」を増加させる。しかし、この
ような市場観は、市場を創設し管理する経済主体が獲得する「クリエイター
ズ・レント」の存在を閑却してきた。新自由主義改革のもとで、国境を越えた、
あるいは一国内の新規市場の開設が自由化されるにしたがい、市場は単に販
売者あるいは購買者として参加するだけでなく、自ら市場を創設し、その設
定と拡張に伴うレントを得ることが可能なことが認識されるに至った。市場
における競争は、単なる価格・品質競争だけでなく、制度としての市場の創
設をめぐる競争でもある。このような競争を「制度設定者のレント」をめぐ
る闘争と位置付けると、制度設定をめぐる「対立と協調」をはらむ闘争は、様々
な場でみることができる。本稿の課題は、この問題を、マルクスが提起した「国
家・国際商業・世界市場」の「三層」と「マンデルのトリレンマ」との関連につ
いて、これまでの行ってきた議論の中から、命題として抽出し、問題の所在
を提示することにある。勿論、「命題」とは言っても、まだ十分に実証できて
いない問題も含まれるが、制度論争をめぐる問題提起として意味をもちうる
に違いないからである。
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　本稿は、これまでの「制度設定者のレント」をめぐる一連の「研究ノート」
の延長線上で考察をおこなう。（杉﨑、2008、2009、2010、2011、2012）これ
まで同様、過去の杉崎論文から抽出した「命題」を中心としており、その細
部の検討は不十分な点を残すが、取りあえず議論を整理するためのものとし
てまとめた。細かい注は、今回も省略した。
2、 「制度設定者のレント」をめぐる闘争と世界経済における中心・
周辺関係
命題 1　「世界市場・国際商業・国家」の「三層」それぞれにおいて、「制度設
定者のレント」をめぐる闘争が、対立と協調の局面を伴って展開される。
　ここでいう「三層」とは、マルクスの「国家・国際商業・世界市場」を意
味する。「制度設定者のレント」は、市場、組織の制度を創設したものが獲
得する「独占的報酬」を意味する。「制度設定者のレント」をめぐる闘争は、
危機における制度再構築に際して、一時可視化される場合がある。特に、
ポラニィが「擬制的商品」として提起したものの中で、貨幣・世界貨幣を
めぐる制度設定や、土地と農業をめぐる制度設定、あるいは、労働力商
品をめぐる制度設定の問題は、一般的商品市場の制度設定に比して、は
るかに重要な意味を持つ。
　次に、この「三層」における「制度設定者のレント」をめぐる闘争と「三層」
の連関について、簡潔な「命題」という形をとって問題の所在を整理して
おこう。
　
命題 2　世界市場では、資本の世界性を保障する制度設定をめぐり、「制度設
定者のレント」をめぐる闘争（対立と協調）が存在する。
　「世界市場」とは「資本の世界性」すなわち、国境を越えて世界を自由に
移動し利潤の最大化を追求する資本の行動が、保障される場としての市
場制度である。世界市場における「制度設定者のレント」をめぐる闘争は、
資本の移動の自由を保障する通貨制度の設計と、それを支える資本市場
の制度設定においてなされるが、その闘争は、「世界性」を確保するうえで
制度の共有が優先されるため、対立よりも協調といった形態をとる場合
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が多い。しかし、排除という形態もある。
命題3　国際商業の場においては、国家間資本移動、貿易、外国為替取引等
の市場をめぐって、「制度設定者のレント」をめぐる闘争（対立と協調）が存在
する。
　「国際商業」は、国民経済間の取引を行う多様な市場によって構成され
る。これらの市場は、国民経済と国民経済の間を資本環節、貿易環節、
労働移動によって結節し、国際分業関係を形成するが、「制度設定者のレ
ント」をもつ中心部と、それから排除された周辺部の間に、中心・周辺関
係を形成する。
命題4　国家は、法の力をもって、市場そのものを設定するか、あるいは制
度要件を設定する。このため、国家内において「制度設定者のレント」をめ
ぐる闘争（対立と協調）が生じる。
　「国家」は、世界を分割し領域化され空間を統治する機構である。法を
もって法貨を制定し、「労働力商品」、「土地商品」等の「擬制的商品」をはじ
めとして、様々な商品市場を統轄する。それぞれの市場内競争にとどま
らず、市場制度を設定するうえで、経済主体間の「制度設定者のレント」
をめぐる闘争が発生する。
命題5　資本の世界性と国家の領域性は矛盾するが、国際商業の場において
調整がなされる。
　「三層」それぞれにおける「制度設定者のレント」をめぐる闘争は、「三層」
間の構造的関係と連関する。「三層」間の関係を規定するのは、資本の自由
と国家主権の間の矛盾である。資本の世界性を保障するには国家の自由
を制約する必要があり、逆に、国家が領域内の主権を確保するためには、
資本の世界性を制限する必要が生じる。たとえば、世界経済において、
資本の自由な移動は、通貨の安定性によって保障されるが、そのためには、
国家は自由な金融政策を放棄する必要がある。このように、資本の世界
性と国家主権の矛盾は、金融政策と為替制度において現れるが、このこ
とを、「マンデルの不可能な三角形」は、国際マクロ政策の観点から明らか
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にしている。（命題 7）
命題6　世界市場（資本の世界性）と国家の矛盾は、中心・周辺関係において
周辺部に転嫁される。
　世界市場（資本の世界性）と国家の矛盾の調整は、「三層」の国際商業の場
において調整されるが、「制度設定者のレント」を保有する中心国とそれ以
外の国の間に中心・周辺関係が構成され、その設定と「制度設定者のレン
ト」の配分をめぐる闘争（対立と協調）が生じる。
命題7　「マンデルのトリレンマ」は、資本移動の自由と国家の領域性の矛盾
を、外国為替市場が調節することとその困難さを明らかにしている。
　「マンデルのトリレンマ」は、資本移動が自由な状況で為替レートを固
定した場合、たとえば金本位制度のもとでは、各国が自由に裁量的な金
融政策を行うことはできないことを示している。また、一国の政府が、
労資関係を調節するために裁量的な金融政策を必要とすることになれば、
金本位制度や固定為替相場制度を資本の流動性が阻害することも示して
いる。世界的な資本の移動を規制するのか、国家の規制力を弱体化させ
るのかという矛盾は、資本主義の世界的システムにおける「制度設定者の
レント」をめぐる闘争の中心的課題にならざるをえない。この問題の核心
は、資本移動の国境をこえた自由な移動という水平性と、資本蓄積とそ
の根幹における労資関係を包摂した国家の垂直性の矛盾にある。マンデ
ルは、「不可能な三角形」として、資本移動の自由、為替の安定、国ごとの
裁量的な金融政策が鼎立しないことを証明したが、その一国における政
策的観点は、「三層」構造のもとでは若干の修正が必要になる。なぜなら、
世界市場と国家の矛盾は、中心・周辺関係を通じて緩和あるいは歪曲さ
れる可能性も常に存在するからである。しかし、その解明は今後の課題
として残されている。
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3、 小　括――「三層」における「制度設定者のレント」をめぐる闘
争に関する試論
　グローバル化のもとで進行する市場制度の再編は、市場機構創出そのもの
に関わる問題も浮上させてきた。これまで不可視の領域であった問題も、制
度をめぐる駆け引きの中で、垣間見える事例も生じてきた。勿論、これまで
不可視とされてきた「クリエイターズ・レント」が、そのことによってどこ
まで可視化が可能であるかは、いささか心もとない。しかし、制度設定をめ
ぐる分析は、市場制度の再構築と「クリエイターズ・レント」の再配分の可
能性を示すことにもつながる。欲望の体系の結晶としての貨幣を媒介として
「制序」された市場機構を、美的心性を通じた信頼の経済へと旋回させ、類
的共同性を交換関係を通じて確認する方途も、そのなかから見出される可能
性もあるにちがいない。
　本稿では、「国家・国際商業・世界市場」の「三層」の制度設定と、「マンデル
のトリレンマ」をめぐる論点を若干提示するにとどめた。世界市場における
制度設定から排除されることで、国際貿易・外国為替市場における国際分業
形成の場で、後発国が周辺化される問題をめぐっては、より詳細な研究が必
要であることは言うまでもない。
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